
鰹務論叢
喜第七+巷 第六摂

金融輔特集

預金温~と流動附及n~手IJ二子 ・・・・・・・・ 中 谷 符(1 ) 

Fカー 1'-貨幣信用論の一考察 ・・・小野一一良15 (230
) 

償イ1在及び償怖形態の一身察 ・・・・・・三」二正之 (47) 

(昭利二十七年ー十三月)

京都大孝経溝苧舎



記

事
部

O
教
授
門
分
校
)
山
岡
亮
一
氏
は
昭
和
二
十
七
年
五
月
一
日
付
に
て
組

関
車
部
勤
務
に
輔
ぜ
ら
れ
た
。

O
助
教
授
岸
本
英
太
郎
氏
は
昭
和
二
十
七
年
七
月
二
十
四
日
付
に
て
陸

間
車
博
ヰ
の
皐
釦
を
援
興
せ
ら
れ
た
。
{
論
文
名
「
枇
曾
政
策
の
根
本
間

間
」
}

。
教
授
岩
崎
稔
氏
は
、
実
関
ケ
ン
プ
リ
ツ
ヂ
及
び
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

で
九
月
一
日
よ
り
六
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
閤
際
組
関
皐
年
曾

r、
日
木
島

術
曾
髄
曾
員
と
し
て
出
席
、
並
び
に
、
ロ
ー
マ
大
輩
、
フ
ア
シ
ス
大
陸
、

フ
一
フ
シ
タ
フ
外
ト
大
俸
に
お
レ
て
産
業
都
市
計
画
の
調
査
及
び
産
業
構
造

調
査
の
た
め
昭
和
一
一
千
七
年
入
月
二
十
也
日
羽
田
甚
港
を
出
設
し
た
。
本

年
十
一
月
末
蹄
閤

O
助
教
授
(
極
陶
製
部
v

岡
部
利
良
氏
は
昭
和
二
十
七
年
十
月
一
日
付

に
て
教
援
に
昇
任
さ
れ
、
分
検
勤
務
に
輔
ぜ
ら
れ
た
。

O
教
授
青
山
秀
夫
氏
は
、
ロ
ツ
グ
フ
エ
一
フ
I
財
圏
の
奨
昼
時
と
し
て
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ヤ
大
島
に
留
串
、
併
せ
て
米
闘
に
於
け
る
組
問
屋
闘
係
文
献

資
桝
の
調
査
、
並
び
に
極
関
皐
科
に
闘
す
る
教
育
事
情
調
査
の
た
め
昭
和

二
十
七
年
十
月
二
十
八
一
日
羽
田
昼
濯
を
山
川
護
し
た
。

留
間
早
期
聞
は
一
ヶ
年
の
予
定
で
あ
る
。

口
元
教
授
谷
口
土
同
彦
氏
、
企
右
川
興
ニ
民
は
昭
和
二
十
七
年
十
月
二

十
九
日
付
に
て
名
替
犠
授
の
栴
腕
を
授
興
古
れ
た
。

口
教
授
出
口
勇
臓
氏
は
昭
和
二
十
七
年
十
月
二
十
九
日
付
に

τ同世間

経

済

軍

車
博
士
の
単
位
を
提
興
せ
ら
れ
た
。
(
論
文
名
「
極
関
皐
と
歴
史
意
識
」
V

鰹

事

曾

潤

O
B
月
例
曾
五
月
十
五
同
(
木
〕
午
後
一
時
よ
り
荷
風
症
に
お
い
て
本

年
度
大
串
院
入
草
皆
迎
曾
を
兼
ね
鰹
商
堕
曾
例
曾
を
開
催
。

租
税
損
強
に
闘
す
る
一
論

|
|
損
益
に
闘
す
る
曾
計
額
的
な
宥
へ
方
|
|

と
題
し
て
阿
部
利
良
氏
の
報
告
が
待
わ
れ
、
引
蹄
い
て
般
辿
曾
に
移
り
穂

積
皐
曾
長
獣
迎
の
辞
に
つ
泣
い
て
新
入
観
生
の
謝
辞
が
あ
り
、
容
曾
者
告

々
自
己
紹
介
を
忠
ね
抱
負
、
者
堕
を
述
ベ
あ
い
牛
後
四
時
『
散
曾
し
だ
。

O
六
月
例
曾
七
月
三
日
【
木
】
午
後
一
時
よ
り
極
関
串
部
共
同
研
究

室
に
お
レ
て
開
催
さ
れ
次
の
報
告
が
あ
っ
~
た
。

甘

土

料

に

つ

い

て

柏

尾

昌

哉

氏

。
七
、
入
月
は
休
暇
中
に
つ
き
休
曾

O
九
月
例
曾
九
月
二
十
主
日
(
木
v

午
後
一
時
よ
り
鱈
簡
単
部
共
同

研
究
室
に
語
い
て
開
催
さ
れ
失
の
報
告
が
あ
っ
た
。

一
、
古
典
理
摂
の
債
値
及
び
貨
幣
剰
静
慎
値
に
つ
い
て

ー
ー
藤
塚
知
義
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
草
命
」

r

の
所
見
に
関
連
し
て

1

l

=一
上
正
之
氏

一
、
利
潤
曜
の
傾
向
的
低
落
浪
則
に
つ
い
亡
中
西
健
一
ー
氏

O
イ
月
例
曾
十
月
三
十
日
門
木
)
午
後
一
時
よ
り
極
関
車
部
共
同
研

究
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
弐
の
報
告
が
あ
っ
た
。

一
、
ベ
1
ト
ン
の
踊
盆
計
算
論
に
つ
い
て

一
、
ス
ペ
イ
シ
経
済
の
謹
達

有酒
富井

文
雄
氏

軍
尋
氏

第
七
十
包

第
六
時
間

ァそ
九

四
O
四



O
大
会
昭
和
二
十
七
年
度
解
消
問
中
合
大
脅
は
十
一
月
十
四
・
主
・
六

の
一
一
一
日
間
に
亘
っ
て
開
催
せ
ら
れ
、
第
一
日
仕
公
削
講
演
曹
、
第
二
日
は

研
持
報
告
曾
、
間
=
一
目
は
見
墜
並
ひ
に
懇
親
曾
が
催
吉
れ
た
。

。
第
-
目
公
開
講
演
曾
は
十
一
月
イ
四
百
戸
金
】
午
後
一
時
よ
り
法

鰹
第
四
教
室
に
於
亡
左
記
順
序
に
よ
っ
こ
開
催
、
午
後
五
時
盛
況
裡
に
閉

曾
L
た
G一

、

挨

拶

偶

肉

離

部

長

穂

積

文

雄

氏

一
、
官
源
開
設
問
題
珊
西
電
力
株
式
骨
相
太
田
垣
士
郎
氏

-

m

d

 

一
、
わ
が
附
中
小
資
木
の
立
場
に
引
い
て

献
一
純
一
叫
ん
醇
藤
田
敬
三
氏

。
第
一
一
日
研
究
報
告
曾
は
十
五
日
(
土
】
介
寸
前
九
時
三
十
世
よ
句
訟

罷
第
十
数
室
に
於
て
左
記
順
序
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

一
、
マ
λ

グ
ス
の
J
・
5
・
ミ
ル
批
判

関
西
大
豊
教
授
杉
原
四
郎
氏

一
、
資
本
論
に
お
け
る
統
計

大
阪
市
立
大
串
助
教
授

k
杉
正
一
郎
氏

一
、
古
典
涙
理
論
に
お
け
る
三
分
法

ー

l
同
次
性
の
公
準
と
、
セ
イ
の
公
準

i
1

香
川
大
国
平
助
手
今
川

一
、
フ
ラ
ン
式
「
百
科
全
書
波
」
の
極
関
思
想

京
都
大
型
人
文
科
寧

研

究

所

問

教

授

河

野

一
、
ド
イ
ツ
初
期
祉
曾
主
義

山
日
大
事
情
帥

正
氏

J健

氏

内
田
、
一
男
氏

一
、
銀
行
貨
幣
k
流
動
性

第
七
十
念

四
O
豆

第
六
挽

七
O 

京
都
大
路
教
授
申
ぃ
谷
¥
寅
氏

曾
員
多
数
の
衆
曾
を
得
、
民
撃
な
研
究
殻
表
と
熱
心
な
討
論
に
時
の
移

る
の
を
知
ら
ず
、
牛
後
壬
時
過
ぎ
盛
況
樫
に
閉
曾
し
た
。

O
第
三
目
見
間
半
並
び
に
懇
剃
命
日
。
本
午
は
修
印
字
院
離
宮
を
見
車
。
午

前
十
時
本
朗
宇
部
前
を
観
光
バ
ス
に
て
問
畿
、
秋
色
濃
き
離
宮
に
て
少
想
後

認
前
曾
場
紫
友
骨
口
館
に
向
っ
た
。
紳
戸
宣
雄
、
谷
口
吉
彦
、
古
川
興
二
日

一
一
一
名
棒
教
提
詑
剖
世
間
孝
見
詰
救
援
を
岡
み
接
合
問
者
五
十
余
名
自
己
紹
介
を

か
ね
拍
負
希
昌
を
述
ベ
あ
い
暗
国
々
談
笑
和
信
地
問
調
土
担
に
午
後
五
時
散
曾
し

た。




